
 

       平成２７年１０月度 定例自然観察会 実施報告書  

六甲山自然案内人の会  

実施日：平成２７年１０月１０日（土）  

天気：曇り  

担当：３班  

テーマ：秋の穂高湖・シェール槍を巡る  

参加者：ビジター３７名 会員２７名 合計６４名  

コース：掬星台前（１０：３０）～オテル・ド・摩耶（１１：００）～天上寺（１１：２０）～ 

アゴニー坂（１１：４０）～杣谷峠（１２：００）～穂高湖（１２：１０）～シェール槍 

（１２：４５）～徳川道（１３：１０）～ すぐまや（１３時２０分）～ドライブウェー 

（１４：００）～掬星台（１５：００） 

配布資料：コースミニ冊子（マップ・歴史解説・植生リスト）  

概況：連休の初日にも関わらず、集合場所の摩耶山掬星台には麓から登ってきた人やバスやロープ

ウェイから降りた人が三々五々集まり、総勢６４人の観察会が始まった。あいにくの曇り空で掬

星台からの壮大な眺めは望めなかったが、３７人のビジターが４グループに分かれて、それぞれ

のリーダーの案内でスタートした。 

観察路では季節柄、ヤマボウシ、メギ、マユミ、コマユミ、ツリバナ、コバノガマズミ等、実の

なる木が多く観られた。色づき始めたシラキの紅葉を愛でながら、熟した実を口にしたり、ヤマ

コウバシやクロモジ等の香りを楽しんだり、アカシデの木肌やヤブムラサキの葉等に触れたり、

秋の空に舞うアサギマダラや鳥の声に耳を傾けたりと五感たっぷりで秋の自然を満喫した。 

ほとんどのビジターがシェール槍への登山に挑み、すがすがしい笑顔で下山されたのが印象的で

あった。各班のリーダーの熱のこもった説明に参加者が熱心に耳を傾け、質問等のやり取りも和

やかに自然観察が進められた。 

大雨による道路閉鎖等でコース変更を余儀なくされたが、中心メンバーの念入りな下見により、

変化に富んだ植生と季節を楽しみながら無事に観察会を終えることができた。  （記 小宮） 

 

     

ﾁｪｯｸ 植　物　名 ﾁｪｯｸ 植　物　名 ﾁｪｯｸ 植　物　名 ﾁｪｯｸ 植　物　名

マヤコウバイ（摩耶紅梅） オオバヤシャブシ モミ タブノキ

キャラボク クロモジ イロハモミジ イワガラミ

メギ（ｺﾄﾘﾄﾏﾗｽﾞ） タニウツギ メタセコイア クマノミズキ

シモツケ ウツギ ウラジロノキ ヤマナラシ

アキグミ ムラサキシキブ シラキ サンカクヅル

アリマグミ コバノガマズミ ナンキンナナカマド スギ（大木）

ツルグミ ウリハダカエデ キブシ ヤマハギ

ナワシログミ ブナ ヤブムラサキ アカガシ

マユミ カラスザンショウ サルナシ クサギ

クロモジ シキミ コアカソ ミツマタ

コハウチワカエデ ヒメヤシャブシ アオキ イロハモミジ

ウワミズザクラ スノキ エゴノキ オオモミジ

ヤマコウバシ カマツカ ミヤマガマズミ

アカシデ マンサク サルトリイバラ

コウヤボウキ ヒサカキ ツリバナ

ツリバナ リョウブ コクサギ

コマユミ タカノツメ

タンナサワフタギ ヤマウルシ

シラキ

ミズヒキ ミゾソバ ノササゲ

シコクママコナ キンミズヒキ ボントクタデ ナギナタコウジュ

ヒヨドリバナ チヂミザサ イヌタデ

アキチョウジ イヌトウバナ センボンヤリ

ヤマジノホトトギス ノコンギク ミズタマソウ

コメナモミ シュウブンソウ ヤブタバコ

＜草本・全行程＞

掬星台～天上寺～アゴニー坂 ドライブウェー～穂高湖～シェール槍

掬星台～アゴニー坂～穂高湖～シェール槍～徳川道～掬星台　植生リスト　　　　

シェール槍～徳川道～ドライブウェー ドライブウェー～掬星台



  

 

 

 

 

 

          

 

 

                                                                                  


